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　美術作品は、時代の目撃者です。現実の社会で起き
た事は、絵画や写真という作品に記録され、後世に伝
えられてきました。本展では、アジアの植民地支配や
戦争など、多くの人々を巻き込んだ出来事に、表現を
とおして向き合う作家を、21 作品で紹介します。
　ウォン・ホイチョンは、日本占領下のマレーシアで
日本軍の捕虜となった青年（作者の父）の経験に基づ
いたシリーズ作品に 20 年以上取り組んでいます。
1989 年に戦争の悲惨さをややストレートに訴える《粛
清》を発表した後、2009 年の《暗い穴》では実写とア
ニメーションを組み合わせた映像で、歴史の複雑な力
関係によって隠された物語を見出そうとし、重層的な
事実のひだに分け入ります。リー・ダラブーは、カン

▲　チャン ・ ジューチー [ 張汝器 ] （シンガポール）
　　「林学大の肖像」
　　油彩 ・ 画布　1940 年頃

▲　ウォン ・ ホイチョン （マレーシア） 
　　「暗い穴」 ビデオ （21 分 34 秒）　2009 年
　　「粛清」 油彩 ・ 南京袋　1989 年

▲　サラット ・ クマラシリ （スリランカ）
　　「個人の苦難の記憶―組織的な暴力に直面した人々の記憶」
 　　テラコッタ、 合板　2006 年 / インク ・ 紙　2006 年
　　
▲　リー ・ ダラブー （カンボジア）
　　「メッセンジャー」
　　写真、 スピーカー　2000/2005 年
　　

▲　ミン ・ ジョンギ [ 閔晶基 ] （韓国）
　　「森に向かう扉 Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ」
　　リトグラフ ・ 紙　1986 年
　　

▲　比嘉豊光 （沖縄）　「赤いゴーヤー」　　写真　1970-72/2004 年
　　

▲　山城知佳子 （日本）
　　「あなたの声は私の喉を通った」
　　ビデオ （8 分 40 秒）　2009 年
　　

　フェルナンド ・ アモルソロ （フィリピン） ▶
　「バタアンの少女」

　油彩 ・ 画布　1942 年

▲　アグス ・ ジャヤ （インドネシア）
　　「水田の帰り」
　　油彩 ・ 画布　1944 年

▲　リュウ ・ カン [ 劉抗 ] （シンガポール）
　　「古い通り」
　　油彩 ・ 画布　1950 年

▲　ヨン ・ ムンセン [ 楊曼生 ] （マレーシア） 
　　「共同作業」
　　油彩 ・ 画布　1946 年

　最後のコーナーでは、特別展「東京・ソウル・台北・長春̶官展にみる
近代美術」[2 月 13 日（木）～3 月 18 日（火）] の開催に合せて、太平洋戦争と日
本の占領に関わりのある東南アジアの作品を紹介します。

ボジアのポル・ポト政権下の歴史資料をもとにした作品《メッセンジャー》を通して、記録や歴史が人によって「作
られる」ものであることを訴えます。沖縄に拠点をおく比嘉豊光と山城知佳子は、戦争、占領、米軍基地と翻弄
され続ける沖縄の過去化されることない現実を、異なる世代からそれぞれの視点でとらえます。
　現代に生きる作家たちが、今の地点から近代史を振り返り再考する姿勢からは、ある事実を記録するだけでは
なく、人々の記憶に長く訴えかけるような力をもつ美術を残そうとする姿が見えてくるでしょう。

▲　フェルナンド ・ アモルソロ （フィリピン） 
　　「廃墟のイントラムロス」
　　油彩 ・ 画布　1945 年

▲　チョー ・ ドキョン [ 曹徳鉉 ]　（韓国）
　　「韓国女性の歴史」
　　木炭、 コンテ ・ 画布 ；
　　インク、 写真、 木炭、 木 ・ 紙、 木 1993 年

日本占領下の東南アジア美術
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